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　外科全領域の知識とスキルだけでなく、「臨床的判断
を行い問題解決する能力」、「診断から手術を含めた治療
戦略の策定」、「併存症および合併症に関する周術期マネ
ージメント力」、「倫理的に適切な態度や習慣」、「最新の
外科技術習得に対応出来る生涯学習やその研究を行うた
めの学習基盤の習得」です。
　愛媛県内の殆どの中核病院での研修可能で、県内の
様々な地域で研修し、その実情に応じた幅の広い視野を
身に付けることは、キャリア形成に大いに役立つと考え
ます。

　またプログラム研修と平行しながら、大学院に進学し
「研究」ができるのもこのプログラムであるからこそ可
能な魅力です。臨床で感じるふとした疑問を、自分で解
決する術を持つAcademic Surgeon育成も目指してい
ます。

　外科の楽しさ、面白さが実感できるプログラムです。

　愛媛大学外科は、「心臓血管・呼吸器外科学講座」・「消
化管・腫瘍外科学講座」・「肝胆膵・乳腺外科学講座」の
外科系３講座にある「心臓血管外科」・「呼吸器外科」・「小
児循環器外科」・「消化器外科」・「小児外科」・「肝臓・胆
のう・膵臓・移植外科」・「乳腺外科」の７つの診療科が
あり、愛媛大学外科全体が一丸となって専門医制度に対
応しています。

  最先端外科治療・研究・教育を担う愛媛大学医学部附
属病院が基幹施設となり、高度な外科治療を行う県内の
中核病院、救急も含め手術症例の豊富な地域中核病院、
様々な疾患を経験できる地方拠点病院などをローテーシ
ョンしながら、外科専門医取得に必要な専門知識・技能
を効率的に習得できるカリキュラムを提供し、その後の
サブスペシャルティ領域専門医取得に道を開きます。 

　３年間の専門研修において、日本外科学会が掲げる専
門医制度取得のために必要な手術経験や学術活動（手術
経験：３年間で350例以上／術者として120例以上、学
術活動：日本外科学会定期学術集会への参加及び研究発

表・論文発表等による20単位以上の取得）だけではな
く、サブスペシャリティ領域専門医研修取得に向けた知
識と技能の習得を目指します。

 ⒈　外科の紹介

 ⒉　プログラムの目的と特徴

 ⒊　経験目標

外　　　　科

 ⒋　専門研修修了後について

　専門研修修了後には、希望や状況により、引き続き大
学病院や連携施設のスタッフとして診療に従事すること
が可能です。
　また、サブスペシャリティ領域専門医研修への移行や

博士取得のため大学院進学、国内/海外の施設へ短期・
長期留学など、個々の希望するキャリアパスに応えるこ
とが可能です。

 ⒌　専門研修の問い合わせ先

担当：泉谷裕則（愛媛大学大学院医学系研究科心臓血管・呼吸器外科学講座・教授）　　
　　　TEL：089―960―5331　　E-mail：gekasenmon@e-surgery.jp


